ジェイムソン："この小さな代用貨幣を受け取ってください
　　　　　　　見知らぬ愛読者より"
              やっとこの仕事の素晴らしさを分かってくれたようだ
              ミス・ブラント キミに言おう
　　　　　　　このお世辞にはとても熱心さがあって、とても才能がある…
ミス・ブラント：あの窓に…恐ろしい生き物…
　　　　　　　　ふさふさした黒い髪に…淡色に塗られた顔！
                あと鼻に骨が通してありました！
ジェイムソン：どうせスパイダーマンのいたずらじゃないのか？

"呪いのキャッシュボックス"

スパイディ：クモ感覚が反応した
　　　　　　社長室からだ！
　　　　　　なんで明かりがついたままなんだ？
            何かあるなぁ・・・

喋る箱：ジェイ・ジョナ・ジェイムソン、
　　　　キャッシュボックスの頭を開けてお金を入れろ

スパイディ：今、JJJは何をして…
　　　　　　助けなくっちゃ！
            もう一度確かめたほうがいいね
　　　　　　今回は正体不明の飛行物体に気を付けないと
            何んだろう、脅威を感じる…

黒人男性：えい！
スパイディ：ふんっ！

ピュン！
黒人男性：ふんっ！
ピュン！
黒人男性：ふんっ！

蜘蛛の巣 3回発射！

シュー！
スパイディ：ケホケホ、逃げられた！
　　　　　　金もない！
　　　　　　ジェイムソン自身が奪ったの？
            偏りだな
　　　　　　これにはどこか、陰謀がある。
ジェイムソン：被害にあった！
　　　　　　　取られたぞミス・ブラント！
ベティー：どうしてそうなったのか理解できません！
　　　　　ボックスの鍵を持ってるのは2人だけです
　　　　　そこのあなたと…あと…
ジェイムソン：さてはキミかね、ミス・ブラント！
ベティー：私が泥棒だって証拠はあるんですか？
ジェイムソン：私じゃない、キミが言ったんじゃないのか？
ベティー：そんなに言うのでしたら、やめますから！
ジェイムソン：もし違うのなら辞める必要はない！
（ドアを思いっきり閉める音）

ジェイムソン：バカな女だ…その通り、バカ、バカ、バカ！
ジェイムソン：ベティー・ブラントが出てったせいで
ジェイムソン：電話帳さえ見つからない
　　　　　　　この世界には女がおらん、いるのは子供と男だけだ！
              うあ～・・・

喋る箱：ジェイムソン、耳を傾けろ…
　　　　2階の金庫に行け、金庫の中身を取って箱の中に入れるのだ…
　　　　
黒人男性：へっへっへっ！
＜スパイディ到着＞
黒人男性：どぅあっ！！
＜キックされた男＞
スパイディ：絶対シビれるって思ってた！
スパイディ：んー、ひらめいた！
スパイディ：(口笛)いいよこいよ、ワウーンワウーン！
スパイディ：コーナーポケットに8番ボール！
スパイディ：単発じゃダメなら、散弾はどうかな？

<途中でブーメランが投げられ、
 気絶したスパイディは、何者かのアジトに連れてかれた。>

＜スパイディのうめき声＞

男：ようこそ、スパイダーマン
　　お祝いの言葉はハーレイ・クリベンドンのためにあると私は信じている

ハーレイ：今回は大きな獲物を手に入れたよ
          伝説のスパイダーマンをなぁ！・・・ハハハハハハハハ！

<Bパート>


ハーレイ：さあ、ジェイムソン…お金をこの中に入れなさい…！
　　　　　ジェイムソン、代用貨幣の場所を忘れて…家（うち）に帰れ…
　　　　　繰り返す…家に帰れ…
　　　　　許せ、スパイダーマン、さけてしまった
　　　　　ジェイムソンの片目が応じるか試しにチェックしていたのだ
　　　　　準備はできている、こういうのもアレだが殺してくれ
　　　　　伝説のスパイダーマンはまもなく終幕の時を迎える
スパイディ：私を排除することでも考えているの？
ハーレイ：ハハハ！心配ないスパイダーマン
　　　　　あの武器を追跡することなど不可能だ
　　　　　保証するよ、死亡事故と同じに見えるように
スパイディ：必ずしも、私の心の負荷がかかる。
ハーレイ：要するに、スパイダーマンは
　　　　　不慣れな土地で現れることで知られている
　　　　　ついでにその不慣れな土地に案内するから待ってなさい
　　　　　後は下ボタンを押すだけだ
スパイディ：おかまいなければどん底から落として、私は全力で登り詰めるよ
ハーレイ：お別れだ、スパイダーマン。
　　　　　社長室からジェイムソンの片目を奪い取るとしよう
スパイディ：間に合った！

ハーレイ：ハハハ…、ジェイムソンは明日、
　　　　　私に１００万ドルの小切手を払うだろう
          考え直せば、２００万ドルいいね…

スパイディ：そのお金使うな！返せ！
ハーレイ：脱出したのか？
　　　　　仕方ない、やっちまおう！
スパイディ：危ないだろ？
ハーレイ：ハッ！無駄だよスパイダーマン！
　　　　　役に立たんから！
スパイディ：キミはキミのやり方で戦ってよ
ハーレイ：では、そうさせて頂く！
スパイディ：どうやら弓矢を使い果たしてしまったらしいね！
スパイディ：まだまだだよ、スパイダーマン
ハーレイ：カッコいいハンターはみんな、
　　　　　いざという時にこの銃を用意している！
スパイディ：おっと、クモ感覚が反応した！
　　　　　　ああ、一体感だ！
　　　　　　さあ、確保しよう！

ピーター：”ジャングル・コラージュを組み立てました
　　　　　あなたの親愛なる隣人スパイダーマンより”
ジェイムソン：警察がここに来る前にそのばかげたメモを捨てろ
ピーター：しかしスパイダーマンのトレードマークは蜘蛛の巣です
　　　　　彼のおかげで ほら
ジェイムソン：つまり、もう誰も考えてないという事か？
              ミス・ブラントはどこだ？
　　　　　　　直ちにネタを仕上げてもらいたい
　　　　　　　この逮捕について少し話す！
ピーター：ベティーはいません、覚えてます？
ジェイムソン：さあな、何を言ったのかやら…
ピーター：あなたが泥棒扱いしたからです
　　　　　素直に謝ったら、また戻ってくるかもしれませんよ
ジェイムソン：あっ・・・謝る？ワシが！？
　　　　　　　断る！謝罪など、決して！
　　　　　　　んあー、考えてれば…キミは…（ごくり）…正しい。
　　　　　    その上、まだ電話帳が見つけられんのが…
（ピーターがドアを開ける）

ジェイムソン：ああ、えー、ミス・ブラント
　　　　　　　そのー、あんなことを言って、すまんな
ベティ：わかりました、ジェイムソンさん
ジェイムソン：ＯＫ、解決だ！
　　　　　　　さあ、これでいいだろ！
　　　　　　　仕事に戻れ、２人とも
　　　　　　　パーカー！まったくどこへ行った？
              あの若者…
　　　　　　　仕事となるとすぐ消えてしまう

ＥＮＤ